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【要旨】 

 工芸品を対象にした研究分野を取り上げ、地域資源管理にも着目しつつ、伝統工芸品産業

の盛衰と現状を把握し、社会的機支援の可能性について展望した。伝統工芸品の産業に至っ

ては風前の灯となっているといっても過言ではない。伝統工芸遺品の生産および利用は、知

己資源の有効利用や持続的な活用という観点から位置づけられるため、伝統工芸品は貴重

な存在といえる。伝統工芸品の総生産額は減少傾向をたどることになり、深刻な状況にある。

伝統産業にはデザイン観点、地場産業からの多方面からのアプローチがなされており、伝統

方に基づいた振興策はあるものの改革には至っていないのが現状である。伝統工芸品の要

素として、「歴史性」「実用性」「地域性」「合自然性」の 4 点の要素からとらえられる。伝統

工芸品の可能性としは、社会的分業を行っているため、カバナンスの構築が重要なポイント

であり、他には、大量消費社会の定着やグローバリゼーションの進展という社会構造におい

て市場社会に会わない存在になっているがうえ、商品の工芸品を評価・分析するだけでなく

伝統工芸品生産に伴う周辺の効果からの観点でアプローチする必要もある。 

 

【感想】 

 伝統方が制定されたのは、なぜなのか。それは、大量消費や生産、市場に合わないため伝

統工芸品の振興策としての伝統法が制定されたことを知りました。伝統工芸品は今の時代

では、価値を見出せる人が少ないのが現状、本論文では、どういったアプローチをするのか

を知ることができました。また、伝統工芸などの論文は数が少ないため、本稿を読むと、多

角的な視点でのアプローチを得ることができたと思いました。 


